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大　町　を　囲　む　山　々

そ　の　地　名　を　迫　っ　て

大町山岳会長　卒　　林　　武　　夫

響-'護繋ー蕾 ー∴ ヽ ､＼ 

I:謹駕?.1,:=謙二窯業謹器
る西の山々を写生し､小生が山名や標高を付して当時の

四年生の郷土誌の資料として謄写印刷したものが今でも

横瀬などになってところところに兄られるが､めんがい

当時の地元の人々は山名も山のようずもこそんじなかっ

たのでこうしたものが地元の人々の観光資料として役立

ったようである｡それには南は帝念､燕の輩から北は白

馬重､小玉輯'主薬鞍の肩までが画かれている｡しかしそ

の中でもっとも大きくクローズアップされているものは

何と言っても酬上北勝､址置i･､爺､鷹島､玉造と言っ

たいわゆる雌鳥碑名の輩々で､これがまあ大町の人たち

の宮から称えた西山の輩々であるに違いない｡

徳
旭丘という山名ほと聞いても謹んでもそら恐ろ

しそうな名前は他にあるまいが､その名の起元

もまた1,判然とはしていない｡しかしこうした範の人里か

ら耀められる山の名前は何か慧昧あるものと思われるが

現在のところ､眉巾(かけだけ)から関れて(かき)

岳になり餓船の文字をあてはめたものとも思加1るし､

また爺ケ岳､鷹島締高などにくらべで｢iiも消えかたが早

く針の木峠などから眺める楯:-.iも低いので大人に此して

子供､すなわち鰍',uどものような/j､さなIll､という･意棟

から名づけられてしまったのかも知れない｡

北-Ej面請訓瀬渓谷の支流北勘T-tの川であるからであろ

う｡沢名がその漸iのlLi預の細りとなっているものもた

くさんある｡ことに西iL旧さ之が多く､今臨ローンネル

の赤沢副ま赤沢の頭であり､拙＼尉尺由持出玉沢の面

である｡また焼鳥槍の荒沢の卵が組尺重と呼ばれたこと

もあった｡

偉業三業器器霊能誓
事実この山は大町にとっては一番身近な山であり､また

もっとも親しみ深い山であるこの蓮華の山ほど山名と山

の状態が平和的で静的な山はそう沢山はない｡

針の木岳は擦(ほんのき)沢の頭から名づけられたも

のであろうが二つ並んでいる蓮華･針の木という言葉は

偶然ではあろうが睡楽と地獄の両面を表現しているよう

にも見られる.葛実射の木の万は針の山のことく険峻で

ある｡

スバリ岳という旧名は五万分の-の地図にもカタカナ

で記入されているので外国語名の山名のような感じを与

ぇる｡中には毘酢のスバル歴のスバルから名づけられた

山名であるというようなことが帥よもの､本に書かれた
● ● ● ● ● ● ● ● ●

ことがあるが､これは岩巣が張っている山･すなわち岩

巣振りの山が転じてスバリ由となったものと思われる｡
●  ●  ●

すだにから転じたものともいわれている｡

赤目DR:i:票'尖:器慧詫言器霊
し､また廊風などと呼んでいるが確かに醐i･TIOさまを苧

している｡

爺ケ向北ア'レブスというよりも日本中の山名中でも

珍らしい山名であるが､これは安芸野の人々にはもっと

もなつかしい山名で五月の始めともなれば山頂の一個こ

現われる翻縛さんが安芸野の農家の人々の気象的目安

として重要な役割を果してきたのは最近まである｡ラジ

ォの天気予報をきいて農三両こ処する人たちか多くなった

とはいうもの､いまだに爺ケ晶の種酵爺さん刹兆めて琶

代に種おろしをする人も少くはないであろう｡



1958.12.20　　　　　　山　　と　　博　　物　　館　　　　　　　第3種郵便物認可　　③

磨
島槍ヶ岳は腫島の奥のとがった山という愁味で

あろうが､大町から眺める西山の中では一番ア

ルブスらしい鋭峯を二つ揃えて中空高くそびえている｡

この山は最近山岳文学の寵児として売り出している｡井

上靖の(あした来る人)の中にもでてくるし､週冊姻日

の(黒い画集)の中心地域も鹿嵩槍である｡脱島槍の北

面の北壁は恐らく北アルプス車種商連楽､鋤岳進塁とな

らび称されている岩場で､玄人筋にとってはもっともみ

力のある岩場である｡この北壁の低部が､いわゆる脱島の
●  ●  ● ●

カクネ里と称せられているところであるが､これが果し

て平家の落人の伝説としての鹿島のカクネ里であるかど

うかは別として､地形学上からは日本における最低部に

ある雪擬をもったカール地形であることはなかなか興味

深いことである｡

五
電岳は餓蒐岳と並んで恐しい山名であるが別に

竃に特別な関係をもっているとも思われない｡

ゴリウはゴリヨウからの転化だとも思われる｡五菱か御

菱かということも推測ではあるがこの山麓では岩のこと

をヒシと呼んでいることばと承知の通り｡ところで五つ

の岩が雪消えからクツキリ眺められるから五菱となり､

さらに五竜と転じたものだとする説と､この四力出平は

武田信玄の勢力範囲だったところから武田の紋ところで

める武田菱に似た岩形が現われているので武田の紋所を

敬称して御菱岳から五電岳に転じたものという説もある
●  ●  ●

最近後立山をゴリウ岳だと祢したと称える人力めるよう

であるが､これは全く根拠のないことで､一体後立山な

どいう名称は大正末期にいゝ出された俗称で立山通巻を

正面としてその奥の後ろの万にある通巻という惑味に外

ならない｡

八｡
万酌ま八万尾根の最南部であり､劇公面ま八万

尾根とは別の峯である｡しかし大町からは同一

地点に塁をのぞかせているのでちょっと見分けがつきに

くいが､悟松は八万の奥に三1-(IJ影の客をのぞかせてい函

白馬鉦ケ岳は大町から眺めると白馬岳より商いように

見えるが標高はやはり白馬岳が一番商い｡これはとがっ

ていてヤリのように見えるからで､これも山容から名づ

けられた山名である｡

杓子副ま的手沢のつまりに大きなカー,レ地形をなして

いる雪揆がちょうと杓子のように見えるので名づけられ

た山名である｡

白
馬面ま北アルプスの代名詞にまでなった山であ

り近代登山期のもっとも早期に開発された山で

ある｡大正のi鞘部こ大町が登山口として売り出したのは

この白馬登山のためであったといっても過言ではあるま

い｡鉄道の終点としての大町はまた登山の準備の町とし

て大きな役割を栗していたこともまた事実でめった｡し

かしこれらの八割は白馬登山のためであった｡白馬を今

は(ハクバ)と発音しているが､これは(シロウマ)で

あって代憶である｡この代馬も農業気象の目安として重

宝がられたもので今の白馬乗鞍の一角に黒い形の馬の姿

が雪消えで現われると土地の農家の人たちは代かきを始

めるのであって､この代か5,時から代馬面となり白馬岳

となったのである｡この山封言州側では白馬岳と呼び地

図にも書物にも現在は白馬岳となっているが越後方面､

越中側では大運葦岳と呼んでいる｡道の導標などにも大

蓮輩岳何粁とユかれている｡

草器器liB言,言誤言霊aa'45器
だ脇守山は領主松本緒の騨守の場から出たものであろう

が､これはむしろ大町側よりは八坂側から名付られた｡

当時の政治的勢力は回目流域の万が強かったであろう

から潜主の脇守など八坂側で行われたからである｡

大町をめくるI,唖Iの山々の駆めて大ざっはな概要を述

べてみたのであるが､これらの山々には歴史上に秘めら

れた伝説も多いであろうし､また学術的､資源帥こ水間

発の山々も極めて多いことゝ思われるが.それらの問題

については今こゝで精diするゆとりを持っていないし､

鴨　　　　　　　　　睾

三三三…三三三∴ l I)1?J'" -∵ 
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の限界と､保存の限界をはっきり区別してもらいたいこ

鷲窯業護霧雷撃崇叢竃蓋薫
度　　JT　　　　エ

また私のよく及ぶとこいでもない｡

やむを得ないことであろう力く､ただ望みたいことば開発　　たものですo )

芸　　霧　写　譜
怒号欝;ry-=' ● --- き芦も i早速拓本を初める○風が正味から吹きつけ､大困難を 

忠.∴∴∴∴:∴∴∴十､… 
見る乾いていく｡肩の7からめくれ落ちてもくるo辛じ 

.∴三∴.二∵∴:∴∴∴∴ 

`1 一三 

芭　蕉　句　碑　長野市城山県社

午前のうちに用的すむ｡さて自画な身になった僕は

目的地へ飛んでいくo城帖の県社へ｡そこには次の芭蕉

句碑が立っているはす｡

月かげや西門四州もただ一つ　　芭蕉

放送同の前の公園地は雪が一面に積っているo梯切っ

て台地にとりつく○日曜日なので､写真機を携えた行客

の人影が目にとまるo

きざはしを上り､神社の境内に入るo横あいに善光寺

の大屋根が陰黒々と見やられるoこの重々しさほとりも

なおさす一句の重厚さと同じもの｡芭蕉もこうした小高

みから月明下の善光寺を見おろして作句しているに相違

ない｡芭蕉句脚ま台地右手のやや肩さがりの雪の中に立

っている｡すかすかと雪をふんで稗に近すく｡白っぽく

物ふりた自然石へ肉太に一句が刻まれている｡必ずしも

達筆ではない｡そこから垂厚さが生れてもいる｡

碑の高さ124センチ〇両90センチ○碑蔭に､

二条殿代官月院杜男尺木堂大宗匠建罵

月院社といえは､市内吉田町の俳人何丸(1761-1銘7

)の号｡その手(罪)石木堂公石(1792- )が建碑者

だから､年代は天保8年(1837)以後かと考えられるo

ぁにはからんや､天保3年･何丸が公有の名儀で建てた

ものである｡ (信濃風土記6 ｢更級記行｣による)

の調べはまたの樟会にゆする｡句は､

粥(かゆ)たくは上手もいらぬ寒さかな　武田居士

こ1..ら二つの碑る脊後は､一一雪の降りこめられた市

街地｡遠く南井の万両まで見鵬らされるo屁陽射は明る

いけれど､まだまだ脊速い眺め○

電車が丘

下を走って

いく｡その

先､桐原､

吉田と北に

つらなる家

並も読みと

れる｡その

辺が月院社

何丸の生地

公有の故郷

その雪景色

は遠い世を

退隠する僕

にひとしお

印象深い｡
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ナイロンザイル事件
大町山岳博物館学芸員　溝　川　庄　一
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昭和30年元旦午後3時頃一川3名が岩壁下部を登り切って第二テラスにあらわ

れたところ､遭難者最後の写真(中央)右上は遭難した若山五朗氏

昭和30年1月2日､前穂高岳頂上匝下の東面絶壁でお

こった岩稜会(三重県鈴班市､顧問須賀太郎氏ほか50着

)に属する若山五郎(当時三重大学一年19才)の墜死事

件は､当時としてはまことに不可解な事件とみられ､ナ

イロンザイルの切断をめくって､一つの社会問題にまで

発展した｡この事件は登山界だけでなく各方面の注目を

浴び､朝日新聞連載小説井上窮民の｢氷壁｣のモデルに

もなった｡しかし､今なお必ずしも正しい解決を見てい

ないので､ここにこの事件の概要をとり上げてみた｡

-眼前を落ち行く友-

一行のリーダである石原国利君(当時中央大学四年)

の手記を追って遭難の経過をみよう｡ ｢一行三名は上面

地を経て奥又白にベースキャンプ

を設定した｡ 30年の新春1月､私

(石蝶)は沢田栄介君と若山五郎

君とパーティーを組んでテントを

出発､同午後三時頃Aフェース喧

下の第二テラスにたどりつき最後

の攻撃にかゝった｡吹雪のため視

界かきかすやむなく岩のタナで三

人が身を寄せ合って､零下20度の

寒さの中で一夜を明かし二日朝再

び吹雪の中で攻撃にかゝった｡あ

と30m､私は眼前にそゝりたつ氷

壁にアタックをかけた1回､2回､

3回､歯を食いしばってよじ登

ったがだめ､替って二番の若山君

が絶壁にいとんだ｡頭上の岩にナ

イロンザイルをかけ､ 3mばかり

よじ登った時､若山君の左足が滑

り落ちた｡一瞬のできことである｡

直径8mmのナイロンザイルが

切れ､アッとおもう間に体はもん

どりうって200 mの絶壁の暗い谷

間に転落していった｡しかし､い

まは降りるにも登るにも道をたゝ

れた二人は猿威をふるう大自然の

非情の中で二夜を明かさなければ

ならなかった｡救援隊の現れたの

は二日の午後でした｡私は右手指

耳などに一ケ月沢田君は両足指､

右手に三ケ月の凍傷を負った｡ ｣

-死人1こ口姦し-

なぜ墜死したか｡死因について真相を語り得るものは

現場にいあわせた生残りの二名だけであるが､リーダー

石原君の発表は｢若山君は200mの絶壁を墜落して行方

不明となったが､それは岩角にかけたナイロンザイルが

わずか50cmかそこらすべっただけで､何のショックも

なしに切れてしまったからだ｡こういうことは麻ザイル

ではあり得ないことである｡ナイロンザイルは保証付新

品だし､われわれはザイルを傷つけるようなことはして

いない｡それがそんなにもろく切れたのはわれわれが考

えてみるのにそのザイルが悪かったか､ナイロンザイル

が鋭い岩角に弱いという今まで知られなかった欠陥によ
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るものだと思う｡..というものであった｡し

かし､一流メーカーの生命縄が粗悪品あっ

たとは考えられないことであり､当時登山

家の羨望の的であったナイロンザイルに従

来知られていないような重大欠陥があると

も恩もわれなかった｡

事実多く人々はこの石原君の発表には信

をおかなかったのである｡しかし､もしこ

の発表がおかしいということになると､事

件はナゾに包まれて石頭君にも重大な疑が

かけられ､有名なスイスのマックーホーン

事件のようにもなっていくだろうと思われ

るた｡ (マツターホーン事件とは:･････････18　珂LBe're亨

･65年エドワード･ワインバーのひきいる7

名の登山者は､欧州アルプスの名峰マツタ

ーホーンの初登頂に域功､下山の途中一人

亨で書7て.･て

約90度のエッジをもった石塊を巨木の枝にのせ､約18貫(装備をつけ

た体重にほぼ等しい)の岩石の蟹を､祷助ザイルで任意の位置へもっ

てきて落下させる
が足をすべらせたので､ザイルを結びあっ

ていた隊員はつきつきとひきずられ､先頭から四人目と

五人目の間でザイルが切れ墜死するという事件が発生し

た｡このとき五番目にザイルを温んでいたペーチル･タ

ウグワルダーは､ザイルを放憩に切ったのではないかと

いう疑いをかけられた｡ウインパーはこの疑を瞳すため

幾度も弁明につとめたのであるが､ザイルを切ったのだ

という当てこすりが､村人やタウグワルターの仲間の間

にさえ盛んに行なわれた｡タウグフルダーは周囲の冷い

眼に耐え切れず､遂に長年住みなれた村を過ち去らねは

ならなかっかた｡ )

-なぜ切れたかこ-

もし､石原君の発表のとおり､ナイロンザイルに重大

な欠点があるものとすれば､当然ザイルメーカーが墜死

の責任を問われる立場に立たされるのみでなく硯にナイ

うなが

す必要

か起る"支点に使用した稜角約90度の岩月｡この岩月を使って

わけで事故のときの関係位置で鐘を落下させると拡娠力1,03

Okgの8ミリ強力ナイロンザイルはあっけなく切れ､

麻の12ミリはほとんど傷がつかない

-カーである東京製綿KKの信用にかゝわる問題でもあ

った｡この問題の解決は適当な権威者又は機関によって

ナイロンザイルの性能に関する科学的な調査が行なわれ

た上で､判定されるべきであり､科学的調査の問題点は

岩角にかけたナイロンザイルが果して50 cmのずり落ち

で切れるような場合があり得るかどうか､又同じ条件で

麻ザイルの場合はどうかと云うことで猛った｡穂高の岩

場で遭難と同じ条件を再現することは勿論不可能であり

又､必ずしもその必要はないのであって､遭雑時の条件

を満たすような実験をも含めて､ナイロンザイルの特性

が明らかにされることが必要であった｡このため､大阪

大学教授であり､日本山岳会関西支部長でもあり､応用

物理学専攻で登山用具の権威ともいわれる､この事件の

鮪卿こぼもっともふさわしい簾田軍治博士がこの研究に

乗り出すという発表(山と渓谷30年3月号)があり､ 30

年4月29帥こぼ多数の登山家､新聞記者立会のもとに公

証実験が行なわれたのである｡この実験は東京塑綱満都

工場で行なわれたので満都三川牛とも呼ばれ､ナイロンザ

( ,レ事件の中心をなすものである｡すでにナイロンザイ

ルの刷新事故は､若山君の遭難の翌日､即ち30年1月3

日(滴穂北尾根､大阪市大l｣旧都､無傷)及び､ 29年12

月28日(紳紳正隆東壁､東雲i⊥i揆会､重陽)にもあった

ので､遭難省を出した岩綾会をはじめ､電界や一般社会

の蘭ま一つにこの実験に向けられていた｡

･-問題な報道-

公嗣実験の結集は各紙に報道されたが､中でも5月1

日付の中部日本新閏の六段ねぎの記事は､ナイロンザイ

ルの欠陥を主張する若殿会にとって全く意外のものであ

った｡

館物悼ど
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5月1日付､中部日本新聞抜粋｡

強度は麻の数倍

蒲郡丁製綱で画期的試み

(本文) ｢この冬北アで相ついで起きたナイロンザイル

の切断事故に対し､ザイル専門の各種テストを行うため

工費百万円を投じて設けられた高さ十メートルの鉄骨や

くらを用い､阪大工学部篠田軍治教授指導によって行わ

れたもの､当日テストに使われたザイルはマニラ麻12m

m､同42m､ナイロン8mm､同11mmの登山用ザイル

四種で､ 1000フィート近くがこのテストに供された｡テ

ストは900　と450　の角度を持つみかかれた花こう岩のエ

ッジ､および､カラビナを使用して､衝撃試験が21種､

200　の斜面をスライデングした場合､花こう岩エッジに

対するもの1種､同エッジ上で振子を利用したストロー

ク三種など､ 28種類のケースについて行われたが､ます

角度900のエッジに対するマニラ麻12mmはエッジから

の長さ2mの綱の先端に55kgの分銅をつけ1mの高さか

ら落下させたところ､実にあっけなくぷっつりと捌耕し

てしまった｡今まで登山家があれほど信頼を寄せていた

脈の登山綱が分銅および確保地点に何ら弾力性を持た

せなかったにせよ､余りにももろいに居合せた中京山岳

会副会長熊沢友三郎､東京在住の有名登山家海野冶良民

らはミあっミと息をのんだほどだった｡これに対しナイ

ロンザイルは､ 11mmで長さ3メートル50センチのもの

を､エッジの上1mのところから落下(4m50落下)さ

せてはじめて切断するという｡麻に数倍する強力さをみ

せた｡鋭いエッジには弱く､今冬の遭難もこれが原因と

想壕されていたが､窓外な強力さをみせたわけで､東壁

での問題の8mナイロンザイルも長さ3mのものを3 m

落下させても切れぬという衡i望及びエッジに対して強い

抗力だった｡ ･･････ (中略) ･･････従って､東壁での事故も

エッジ上の衝撃と

いう裡像の原因は

影が薄くなったよ

うだ･･･- (後略)

･･････｣ ｡

≡-置実は

何れに-
山南雑誌に載っ

た見解も｢ナイロ

ンザイルは欠点が

ない｣というもの

が圧倒的であっ

たo山と渓谷193号

(30年7月号)に

は〟ナイロンーl,I:-ィ
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ルはどうなるか〟というアンケートが載せられたがナイ

ロンザイルの信頼性を強調するものが多がった｡ ｢例え

ばその中でK氏は･････-･篠田矩生により実験は高速度撮

影されてあらゆる面が判明しました｡ (と言ってまだ完

全とは言えません)私としては､誤れる使用によるザイ

ル明断かということです｡ -･･････｣と云っている｡

｢化学｣ 30年7月号には｢誰も第三者の見ていないとこ

ろで起った失敗であるから､当事者は出来るだけ､罪を

ナイロンに帰せようとする気特もわかるが､もし本当に

ナイロンそれ自身に弱点がありとするなら､切れた綱を

再検討すればよいわけなのだ｡日光に曝されることによ

って脆弱化するというのなら､一様に変化を受けている

筈である｡一ヶ所だけがそう簡単に切れたとすると､ど

うしても知らない間に傷つけたものと考えた万が妥当で

ある｡ ･･････-｣という遭難都′こ対してはまことに気の蕎

な見解も発表された｡

一万30年7月31日蓮体が岩壁暗下で発見されたが運休

に組まれたザイルの切れ口は岩角での切断を示し､又8

月6日の現場調査の際､ザイルが切れたという岩角にナ

イロンの屑が発見された｡その岩角を石膏でとり下山後

それとよく似た岩角で実験したところ､事故をおこした

ザイルと同種のザイルはあっけなく切断し､これに反し

て赫ザイルはほとんど傷つかなかった｡ (岩稜会の実験

) 30年12日24日､岩稜会は薯件の徹底的な究明に乗り出

した｡

【編彊】本事件に関係ある全ての資料は実兄石岡繁雄氏

のご好意により､本館に寄贈されております｡紙上まか

りて厚くお礼申上げます｡

昭和30年4月29日､蒲郡での公開実験に･般用された稜角

45度の岩角､この岩角で8ミリナイロンザイルは12ミリ

麻ザイルの数倍の強さを示した(ニッジに丸みがある)　　　　　蒲郡での葵験風景
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i..･･セグロセキレイ

長沢修介
雪が降ると多くの小鳥たちは南の積雪のない餌の豊富

な土地へと去り､林にはわずかのカラ類が虫の卵など

を寒むそうにあさっている｡

雪が積ってもいつでも水辺や川原などを元気に飛びぬ

るいているのかセグロセキレイである｡体の色は白と

黒､飛び万は波状である｡周年同一地方にいる留鳥な

ので､普通に見られ多くの人に親しまれている｡

この烏はいつも尾を上下に振っているためシリフl)と

かイシダタキ､尾ピコ烏など沢山の万言がある｡いず

れもその習性から出たもので英語のwagtailもシリフ

リの意味である｡地力によっ万言はいろいろある｡変

ったものを二三あげて見るとシリフリオマツ､オサン

シリフレ､グッフリオカメ､オノ＼ルムギマケなどその

他沢山あるらしいが､女蛙の名前をとったのか多いこ

とは顕昧深い｡

一=一 i ● ヾ 留 �ｨ�ｨ�ﾈ�ﾂ��8ｼ�"ﾒﾒﾒﾘ耳爾ﾘｴxﾔh蔗�

ミミ=tS=stや､ ヽ 

言'r 

ちよとつもうしん

1 959年は猪突猛進型
-猪年にちなんで-

〇･･･十二支は古く支那の占星術に用いた語で､年月日時

につけ吉凶を示した｡ 12という数は､一年の間に月が12

回新月となり､満月となる､すなわち12の月があること

から生れた｡これによって天の周囲を12区制こ等分し､

それらに子､丑､寅､卯､辰､己､午､未､申､酉､威

､亥の名を与え､方位も配した｡

〇･･･明年はこの12支の最後の亥に当る年｡亥の解釈には

いろいろの説があり､亥(ガイ)あるいは(トジル)で

草木がすでに凋落して生命の力が種子の内部に閉威され

てしまった状態を指すともいわれる｡後世､ 12更にそれ

お願い　本紙の購読と希望の方は1カ年購読料17

0円(郵送粕とも)を現金書留または郵便替為､

郵便切手で憂野県大町市､大町山岳博物館あてど

送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

それ獣を配するようになった｡鼠(ネ)午

(ウシ)虎(トラ)兎(ウ)竃(gy)舵

(≡)局(ウマ)辛(t=tソジ)猿(サル)

鵡(トリ)犬(イヌ)猪(イ)｡

〇･･･この12文から今も人を占い､その生年

月日などにより性格､運命判断の材料とし

ている｡例えば猪年の人は猪突癌進､進ん

で退くことの知らない性格だと緒の性質に

例を引いている｡

〇･･･猪は明治時代､大町､北安地方にも記

録があったか今は棲息していない｡療因は

不明でおるが､隊コレラが擾延したためだといわれる〇

〇･･･猪の幼体は｢ウリンボウ｣と呼ばれ､毛なみがシマ

ゥリによく似ている｡猪は昼間は山林深くで､牙で折取

った樹枝を集め｢仮り間｣をつくりねむっている｡おも

しろいのは｢ノダ場｣というジメジメした場所で､寄生

虫駆誅や体熱を冷すためにゴロゴロ転がり､泥をぬりつ

ける｡夕方から餌を求めて活動を始め､彼らの進む所食

えないものがないくらい悪食で､ノネズミ､甘藷類など

何でも食べる｡人間に与える害も大きいので､古くから

狩猟の対象にされ､その話は尽きないほど｡肉は賞味さ

れる｡　　　　　(さし絵　片瀬健晶　千葉椛司)
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